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1. 2024 年度鉄鋼スラグ需給の概要

（輸出9,624 含む）
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年度 前年差

数量 ％

国　　　　内 8,954 8,101 7,474 7,541 7,514 7,874 7,503 6,707 6,911 6,463 6,062 5,956 ▲ 106 ▲ 1.7

（構成比％） (48.0) (44.3) (42.0) (43.0) (42.2) (43.5) (41.9) (43.4) (39.1) (39.5) (37.5) (38.2)

輸　　　　出 9,686 10,186 10,336 9,982 10,273 10,214 10,400 8,751 10,750 9,897 10,100 9,624 ▲ 476 ▲ 4.7

（構成比％） (52.0) (55.7) (58.0) (57.0) (57.8) (56.5) (58.1) (56.6) (60.9) (60.5) (62.5) (61.8)

販売合計 18,640 18,288 17,810 17,523 17,786 18,088 17,903 15,458 17,661 16,360 16,162 15,580 ▲ 582 ▲ 3.6
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用途別使用量（高炉スラグと製鋼スラグの計）

使用量合計　31,155千トン



 - 7 - 

(2)製鋼スラグの販売量 

外販量と所内使用量を合わせた利用量合計は同 1.0％減の 11,707 千トンとなった。 

このうち、製鋼スラグの外販量は 8,531 千トンで、同 4.6％、413 千トンの減少と

なり、炉別では、転炉系スラグは 6,306 千トン、電気炉系スラグは 2,225 千トンと

共に減少した。外販量を用途別に見ると、道路用等が増加し、土木用、地盤改良材

等は減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製鋼/転炉系/電気炉系スラグ使用内訳 
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2. 鉄鋼生産及び鉄鋼スラグ需給の推移

2000 80,704 105.5 106,901 109.1 75.5 23,073 286 6,625 16,874 23,498 71.8 6,933 16,741 23,674 70.7 10,640 141 9,901 3,467 119 3,358

2001 78,968 97.9 102,064 95.5 77.4 22,917 290 6,202 17,095 23,297 73.4 6,448 16,632 23,080 72.0 10,508 144 10,423 3,214 119 3,212

2002 81,542 103.3 109,786 107.6 74.3 23,461 288 5,884 18,321 24,205 75.7 6,267 18,251 24,518 74.4 8,839 112 9,890 3,329 114 3,153

2003 82,755 101.5 110,997 101.1 74.6 23,671 286 6,041 18,318 24,359 75.2 6,559 17,446 24,005 72.7 8,969 111 9,707 3,333 115 3,301

2004 82,894 100.2 112,897 101.7 73.4 23,820 287 5,361 19,072 24,433 78.1 6,438 18,883 25,321 74.6 9,380 114 9,948 3,542 121 3,463

2005 82,937 100.1 112,718 99.8 73.6 24,050 290 4,928 19,830 24,758 80.1 5,539 20,208 25,747 78.5 9,933 121 11,451 3,494 123 3,446

2006 84,919 102.4 117,745 104.5 72.1 24,278 286 4,358 20,411 24,769 82.4 5,513 20,595 26,109 78.9 10,265 120 11,601 3,600 120 3,547

2007 87,867 103.5 121,511 103.2 72.3 24,973 284 4,434 21,003 25,437 82.6 4,839 20,720 25,559 81.1 10,631 118 12,430 3,507 115 3,669

2008 78,497 89.3 105,500 86.8 74.4 22,437 286 4,094 18,784 22,877 82.1 4,675 19,615 24,289 80.8 10,195 129 10,431 3,013 120 3,200

2009 72,526 92.4 96,448 91.4 75.2 21,315 294 4,124 17,551 21,675 81.0 4,107 17,218 21,325 80.7 9,174 123 9,525 2,330 114 2,334

2010 82,915 114.3 110,793 114.9 74.8 24,353 294 5,085 19,839 24,924 79.6 4,362 19,202 23,564 81.5 10,737 126 10,541 2,737 113 2,471

2011 80,300 96.8 106,462 96.1 75.4 23,459 292 4,655 19,505 24,160 80.7 5,177 20,620 25,797 79.9 10,358 128 12,586 2,765 110 2,806

2012 81,981 102.1 107,304 100.8 76.4 24,215 295 4,590 20,049 24,639 81.4 4,855 21,030 25,885 81.2 10,099 123 10,901 2,734 112 2,920

2013 83,808 102.2 111,524 103.9 75.1 24,891 297 4,459 20,811 25,271 82.4 4,626 21,246 25,871 82.1 10,731 125 12,857 2,736 108 2,840

2014 83,900 100.1 109,844 98.5 76.4 24,838 296 4,909 20,272 25,182 80.5 5,313 20,764 26,077 79.6 11,142 132 12,816 2,808 111 2,811

2015 80,535 96.0 104,229 94.9 77.3 23,727 295 4,376 19,686 24,062 81.8 4,707 20,097 24,804 81.0 10,571 131 11,521 2,621 114 2,623

2016 79,829 99.1 105,166 100.9 75.9 23,217 291 4,140 19,261 23,401 82.3 4,297 19,600 23,897 82.0 10,303 126 11,494 2,576 110 2,646

2017 78,365 98.2 104,834 99.7 74.8 22,846 292 3,596 19,436 23,032 84.4 4,065 19,905 23,970 83.0 10,075 127 11,236 2,737 109 2,741

2018 75,920 96.9 102,887 98.1 73.8 22,507 296 3,815 18,922 22,737 83.2 4,057 19,804 23,860 83.0 10,219 133 11,199 2,802 110 2,779

2019 74,994 98.8 98,426 95.7 76.2 22,594 301 3,647 19,105 22,752 84.0 3,349 19,454 22,803 85.3 9,763 131 11,088 2,710 115 2,722

2020 60,777 81.0 82,786 84.1 73.4 18,902 311 2,659 16,356 19,015 86.0 3,111 16,952 20,063 84.5 7,917 130 9,521 2,445 115 2,521

2021 69,494 114.3 95,637 115.5 72.7 21,650 312 3,155 18,661 21,815 85.5 2,862 19,050 21,912 86.9 9,058 128 9,577 2,847 115 2,843

2022 63,069 90.8 87,839 91.8 71.8 19,621 311 2,809 17,077 19,886 85.9 2,626 17,605 20,231 87.0 8,335 130 9,295 2,742 115 2,884

2023 62,764 99.5 86,828 98.8 72.3 19,274 307 2,519 17,002 19,520 87.1 2,468 17,490 19,958 87.6 8,047 127 9,280 2,699 117 2,726

2024 60,452 96.3 82,954 95.5 72.9 18,659 309 2,392 16,493 18,886 87.3 2,513 16,726 19,239 86.9 7,794 127 9,347 2,563 118 2,569

注： 1. 銑鉄、粗鋼生産量は経済産業省「鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計月報」による。

 2. 電気炉スラグのカバー率は、1994年度までは約70％、1995年度より報告会社が増えほぼ100％となった。

 3. スラグ生成量及び原単位はドライベース、その他は事業所に応じて選択している。

 4. 各スラグの原単位は会員事業所等から報告があった銑鉄生産量、粗鋼生産量、スラグ生成量を基に算出している。

 5. スラグ使用量は外販及び所内使用の合計である。

 6． 従来、磁選工程で回収した粒鉄および磁選精鉱粉についてはスラグとして扱ってきたが、2002年度より、これを回収鉄分に

  含め、スラグ生成量およびスラグ生産量、再使用の数量に含めないこととした。  

 

年度 前年度差

数量 ％

再利用 2,459 3,261 3,053 2,679 2,299 2,555 2,927 2,334 2,470 2,207 2,187 2,434 248 11.3

所内使用量 4,113 4,400 3,704 3,387 3,697 5,888 5,289 3,256 3,202 2,841 2,878 3,176 298 10.4

再利用が
占める割合

59.8 74.1 82.4 79.1 62.2 43.4 55.3 71.7 77.1 77.7 76.0 76.7 0.7 0.9
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3. 高炉スラグ利用統計表
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4. 転炉系スラグ利用統計表
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5. 電気炉系スラグ利用統計表
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6. 高炉スラグ向先地域別・用途別利用状況
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7. 製鋼スラグ向先地域別・用途別利用状況
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9. セメント生産量、販売量及び輸出入 10. セメント品種別生産量内訳
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大分類 中分類 小分類 用途および定義 

 
利 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
用 

再使用 
(鉄鋼製造工程での再使用) 

スラグ中の石灰分等の有効利用を目的に、磁選後の製鋼スラ

グを鉄鋼製造工程で再使用したもの。（製鋼スラグのみ） 
道路・鉄道用 路盤材 道路用上層路盤材および下層路盤材、鉄道の道床材、駐車場、

コンテナヤードの路盤材。ＪＩＳ規格の品質を満足するもの。 

 ｱｽﾌｧﾙﾄ合材 アスファルトコンクリート用の骨材およびフィラー。 

 その他 路床用材、遮断層用材、道床バラスト、砂利道等（仮設道路を除

く）に使用された上記以外のもの。 
地盤改良用材 工場、グランド、宅地等に供する地盤の浅層、深層の改良材。Ｓ

ＣＰ工法、サンドドレーン工法（サンドマットを含む）等に用いた港

湾・空港・道路等での地盤改良材を含む。 
土木用 港湾・海域工

事用材 
捨石用、ケーソン中詰、裏込、敷砂、漁礁用材、覆砂用材その

他港湾・海域工事に供されるもの。地盤改良用は除く。 

 土木・陸上工

事用材 
仮設工事（仮設道路*を含む）、基礎工事、埋め戻し用材等に供
されるもの。地盤改良用は除く。 
 *ＪＩＳ適合品であっても仮設道路に使用されたものは、この用途区分に 

  含める。 
セメント用 高炉セメント混合材、ポルトランドセメント少量混合成分、セメント

クリンカ原料、コンクリート混和材。 
コンクリート用 粗骨材 コンクリート用スラグ粗骨材。ＪＩＳ適合品に限る。 

細骨材 コンクリート用スラグ細骨材。ＪＩＳ適合品に限る。 
その他 上記以外のコンクリート用骨材。（製鋼スラグのみ） 

肥料・土壌改良材 肥料用材、耕土培養対策資材、その他土壌改良材。 
建築用 ロックウール ロックウ－ルの原料に供されるもの。 
 建材 各種建築材料の原料に供されるもの。床、壁材および屋根材。 

 その他 左官用、コンクリート二次製品以外のブロック、窯業原料および

上記以外のもの 
加工用原料 鉄分回収用の原料としてスラグ加工業者へ販売したもの。 

（製鋼スラグのみ） 
その他利用 上記各用途分類に属さないもので資源化し利用されたもの。例：

カウンターウエイト、鋳物砂。 

その他 埋め立て、海洋投棄、産廃処理的な処分等スラグ資源化の目

的以外に向けられたもの。 
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2025年6月現在

会社・団体名 所     　在    　地 電話番号

1 協材砕石(株) 〒101-0054 東京都千代田区神田錦町3-19  03-5280-2282

2 (株)神戸製鋼所 〒651-8585 兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通2-2-4  078-261-5405

3 山陽特殊製鋼(株) 〒672-8677 兵庫県姫路市飾磨区中島3007  079-235-6142

4 ＪＦＥスチール(株) 〒100-0011 東京都千代田区内幸町2-2-3 日比谷国際ﾋﾞﾙ  03-3597-3635

5 ＪＦＥミネラル(株) 〒105-0014 東京都港区芝3-8-2  住友不動産芝公園ﾌｧｰｽﾄﾋﾞﾙ5階  03-5445-5213

6 清新産業(株) 〒805-0017 福岡県北九州市八幡東区山王1-16-8  093-661-4635

7 大同特殊鋼(株) 〒461-8581 愛知県名古屋市東区東桜1-1-10 ｱｰﾊﾞﾝﾈｯﾄ名古屋ﾋﾞﾙ  052-963-7514

8 (株)テツゲン 〒102-8142 東京都千代田区富士見1-4-4  03-3262-4154

9 (株)デイ・シイ 〒210-0005 神奈川県川崎市川崎区東田町8 ﾊﾟﾚｰﾙ三井ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ17階  044-223-4753

10 東方金属(株) 〒737-0027 広島県呉市昭和町11-1 日本製鉄㈱瀬戸内製鉄所呉地区内  0823-21-4205

11 (株)中山製鋼所 〒551-8551 大阪府大阪市大正区船町1-1-66  06-6555-3115

12 日清鋼業(株) 〒675-0137 兵庫県加古川市金沢町1 神戸製鋼所・加古川製鉄所構内  079-435-1731

13 日鉄高炉セメント(株) 〒803-0801 福岡県北九州市小倉北区西港町16  093-563-5100

14 日鉄スラグ製品(株) 〒103-0025 東京都中央区日本橋茅場町2-13-13 JRE茅場町二丁目ビル3階  03-5643-7575

15 日鉄セメント(株) 〒050-8510 北海道室蘭市仲町64  0143-44-1693

16 日本磁力選鉱(株) 〒802-0077 福岡県北九州市小倉北区浅野2-14-3 あるあるCity2号館2階  093-521-4455

17 日本製鉄(株) 〒100-8071 東京都千代田区丸の内2-6-1　丸の内ﾊﾟｰｸﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ  03-6867-6199

18 濱田重工(株) 〒804-0053 福岡県北九州市戸畑区牧山1-1-36  093-883-2873

19 (株)星野産商 〒490-1412 愛知県弥富市馬ケ地3-241  0567-52-1282

20 （一社)日本鉄鋼連盟 〒103-0025 東京都中央区日本橋茅場町3-2-10 鉄鋼会館3階  03-3669-4824

　　　　　　　　　　　　　　　　(一社)日本鉄鋼連盟 技術・環境部内

21 普通鋼電炉工業会 〒103-0025 東京都中央区日本橋茅場町3-2-10 鉄鋼会館3階  03-5640-1122

14. 鐵鋼スラグ協会会員会社・団体一覧
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